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岡山県鏡野町富地域の産業
野連 政雄
1 本稿の目的
本稿では,岡山県鏡野町富地域の産業を概観し,
次に,国勢調査を始めとする統計資料を用いて,そ
の山村における就業者の産業別 ･職業別構成の推移
を検討する｡
2 産業の概観
(1)第1次産業
まず,農業について見ておく｡2005年の農家数
は158戸である｡そのうち,自給的農家は38戸,販
売農家は120戸である｡専 ･兼業別では,専業農家
は30戸,第1種兼業農家は18戸,第2種兼業農家
は72戸と,第2種兼業農家が多い (農業センサス
による)｡水稲や野菜が栽培されている｡2004年の
水稲の作付面積は78ヘクタールである｡栽培され
ている野菜は,だいこん,白菜,なす,タマネギな
どである｡
土地が栽培に適していたので,ミツマタがかつて
は富地域中で盛んに栽培されていた｡こうして作ら
れたミツマタは紙幣に利用された｡しかし,最近で
は金銭的な取引はコンピューターで決済されるよう
になったので,紙幣は使われることが少なくなり,
あまりいたまなくなった｡そのために,紙幣をかつ
てほどには刷らなくてよくなったので,ミツマタの
需要が低下した｡その結果,財務省 (大蔵省)にミ
ツマタを納入する価格が下がり,ミツマタの栽培が
採算に合わなくなった｡今ではミツマタの栽培は衰
退し,兼秀で細々と栽培されるだけとなってしまっ
た｡ミツマタ作業所が富仲間と楠に1979年から
1980年にかけて建てられたが,その作業所も2000
年頃に閉鎖されてしまった｡
肉用牛の飼育がかつては盛んであり,各戸は2･
3頭の牛を飼育し,富地域内で放牧していた｡1970
年には肉用牛の飼育農家は160戸あり,600頭の肉
用牛が飼われていた｡しかし,肉用牛が輸入される
ようになり,肉用牛の飼育は衰退した｡2005年に
は,18戸の農家が135頭の肉用牛を飼育しているだ
けである｡以前は,乳牛の飼育もかなりおこなわれ
ていた｡最盛期である1970年には10戸の農家が80
頭の乳牛を飼っていたが (富村誌編纂委員会 1988:
672),2005年には乳牛を飼育する農家は1戸だけ
となってしまった｡2005年における富地域の農業
産出額は,米が8千万円,野菜が2千万円,畜産
(肉用牛と乳用牛)が4千万円である (岡山県企画
振興部統計管理課2006)｡
富地域の農業は,耕作放棄地の増大という問題に
直面している｡富地域は中山間地域にあるので,辛
野部にある耕地は少ない｡また,農業従事者の減少
や高齢化,農業に従事する女性の増加,農業の担い
手の不足から,耕作放棄地が増大している｡数値を
あげれば,経営耕地面積 (田,畑,果樹地の合計)
は1970年に218ヘクタールであったが,2005年に
は118ヘクタールにまで減少した｡2005年の耕作放
棄地は26ヘクタールにものぼる (農業センサスに
よる)｡耕作をやめて田畑に草が生えると,いのし
しが出没しやすくなり日,草の種子が近くの田畑へ
飛ぶ｡だから,田畑を荒れほうだいにしておくと,
近くの村民に迷惑をかけてしまう｡
旧富村役場は,田畑の耕作を請け負う (有)ファ
ームという会社を設立した｡現在,鏡野町長がその
社長であり,1名の社員がいる｡(有)ファームは
田畑の耕作,水路管理,草刈り,農道の補修といっ
た仕事を村民から請け負っておこなっている｡多く
の村民が高齢化して,自ら田畑を耕作できにくくな
っているので,耕作を依頼する村民は多く,(有)
ファームは富地域にはなくてはならない会社となっ
ている｡
前述のように,中山間地域では耕作放棄地が増加
している｡そこで,農林水産省は中山間地域等直接
支払制度という交付金制度を2000年度に創設し,
中山間地域で5年間以上継続して耕作等の農業生産
活動をおこなう農業者に交付金を交付している｡農
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民は自ら耕作してもこの交付金を受けられるが,
(有)ファームなどに委託して耕作してもらっても
交付金を受けられる2)｡こうした交付金制度があっ
ても,耕作放棄地の増加に歯止めがかからない｡
富地域には,農産物の加工と販売をおこなう ｢ひ
らめ館｣がある｡富村役場は1987年に (財)富村
ふるさと振興公社を設立した｡振興公社は ｢ひらめ
館｣を経営し,農産物の加工と販売をおこなってい
みらくる
た｡2008年4月から,第3セクターの (樵)未来
お くつ
奥津が振興公社の業務を引き継ぎ,｢ひらめ館｣を
経営している3'｡
次に,林業に触れたい｡2005年現在,富地戚に
は7235ヘクタールの山林がある (農林業センサス)｡
そのうちの約80%は人工林である4)｡人工林の樹木
は幹がまっすぐに伸びているのに対し,天然林の樹
木は幹や枝が曲がっている｡このことから,山林を
見れば,それが人工林か天然林かが分かる｡昭和
20年代に政府の政策で杉や櫓の植林が盛んにおこ
なわれ,現在では,富地域の道路に沿った山々のほ
とんどの斜面だけでなく,山奥のほとんどの斜面ま
でもが人工林となっている｡
木材の価格は現在よりも以前のほうが高かったの
で,昭和40年代前半まで富地域は木材で景気がよ
かった｡昭和30年代から40年代前半まで,林家は
生産意欲が高く,植林を盛んにおこなった｡その後,
木材が輸入されるようになり,木材価格が低迷したO
さらに,高度経済成長期に多くの若年労働者が富地
域から転出したので,人口の高齢化が進展した｡こ
うした理由から,富地域では森林の整備が進まなく
なっていった (富村誌編纂委員会 1988:644)｡
1999年から,林業は採算割れが続いている｡そ
の頃,台風が日本を襲ったので,多くの木々がなぎ
倒された｡木材にひびが入ったりして,国内産の木
材の晶質が低下した｡また,不況のために,建物の
建設が減った｡こうしたことから,木材の価格が更
に下落している｡2009年現在,杉 1本は6500円,
櫓 1本は12000円くらいにしかならない｡これに対
し,市場まで木材を運搬する運賃が 1本あたり
2500円,市場での手数料が1本あたり500円かかる｡
林業の作業員の日当は1人あたり15000円から
18000円である｡さらに,山林を所有していると固
定資産税がかかる｡このように,林業はとても採算
が合わなくなってしまった51｡
富地域では,山林の荒廃という問題が起こってい
る｡富地域では高齢化が進行しているが,高齢者は
山林の手入れを自らできない｡また,林業は採算が
取れないので,林家は補助金をもらえても山林の手
入れをしない6)｡さらに,多くの村民が富地域から
転出したので,富地域では不在地主の所有する山林
が多い｡不在地主は富地域に居住する地主以上に山
林の手入れに関心が薄い｡これらの理由から,地主
は山林の手入れをしなくなり,山林の荒廃が進んで
いる｡
作州鏡野森林組合が富地域にある｡森林組合は公
有や私有の森林の手入れ,木の切り出し,林道や仕
事道の建設といった作業をしている｡富地域の森林
組合には,フォレスターと呼ばれる作業員が10人
おり,3･4人で組を作り,作業をしている｡2008
年には,年商は35000万円で,年間に1800万円の利
益をあげている4)｡前述したように,林業は採算が
取れなくなっているので,作業を依頼する林家が減
っている7)｡
富地域には,不在地主の所有する荒廃した山林が
多いことは前述の通りである｡不在地主の連絡先が
分かれば,森林組合は不在地主に連絡し,森林の手
入れの許可を不在地主から取っている｡そして,政
府から補助金をもらって,山林の手入れをしたり,
間伐をしたりしている｡間伐材は売却して,利益を
不在地主に渡している｡しかし,木材の価格が下落
しているので,補助金をもらえても森林組合にそう
した作業を依頼しなくなっている｡
さて,旧富村には,村有林があった｡富村役場は
村有林の木を切って,学校や村役場を建設したり,
売却して行政の費用に充てたりしていた｡収益の一
部は村民に分配された｡木材の価格が当時は高かっ
たので,かなりの額の分配金が村民にあった｡旧富
村を構成する大字 (部落)が山林をもともと所有し
ており,1889年の合併で旧宮村が成立したとき,
その山林が村有林となった｡だから,広い山林を所
有していた大字の村民には多くの分配金があった｡
富西谷はもともと広大な山林を所有していたので,
昭和30年代にはその村民には1人あたり年に約10
万円が分配されたという5'｡だから,旧富村は ｢税
金のいらない村｣といわれた｡旧富村は,林業が盛
んで,｢読んで字のごとく豊かな村であった｣(富村
誌編纂委員会 1988:641-2)8)0
天然林の木々は,椎茸の原木や木炭の原料として
利用されている｡現在でも,椎茸を栽培する農家が
ある｡かつては,木炭は村の重要な産物であった｡
しかし,燃料が転換し,木炭が日常生活で利用され
なくなったので,1970年頃からその生産量が激減
した (富村誌編纂委員会 1988:651)9)｡
富地域の多くの農家は農業と林業,畜産業と林業
といった複合経営をかつてはしていた｡そして, ミ
ツマタ,コンニャク,木炭の生産,牛の飼育,杉の
栽培といった地場産業が富地域にあり,それらの農
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産物や林産物は高値で取引されていたので,農家は
裕福であった｡だから,昭和20年代には,｢百姓は
教員よりももうかったので,教員をやめて百姓にな
った人もいた｣という10)｡しかし,そうした農産物
や林産物の価格がその後下落した｡また,農業の機
械化が進み,高価な農機具を購入しなければならな
くなった｡そのために,農業や林業に魅力がなくな
ってしまった｡
最後は,漁業である｡目木川の支流である白賀川
に沿って養魚場の池があり,あまごの養殖がおこな
われている｡富村役場は1976年からあまごの椎魚
の生産やあまごの養殖をおこなっていた｡また,一
部の村民は富村役場から稚魚を手に入れて,あまご
の養殖を個人的にしていた｡(財)富村ふるさと振
興公社は富村役場のそうした業務を引き継ぎ,｢ひ
らめ館｣で農産物の加工と販売だけでなく,あまご
の養殖と販売もしていた｡2008年4月からは,(秩)
未来奥津が ｢ひらめ館｣を経営するようになり,あ
まごの養殖と販売をしている'1)｡現在でも,一部の
村民はあまごを個人的に養殖している｡(秩)未来
奥津は村民が養殖したあまごの販売もしている｡
(2)第2次産業
まず,工業について見ておきたい｡富地域は山村
であることもあり,2009年現在,森林組合の製材
所が操業しているだけである｡
かつては縫製工場が富地域で操業していた｡富東
谷には,2軒の工場があった｡富東谷山口にあった
縫製工場は1954年に操業を始めた｡個人経営の工
場で,4･5人が働いていた｡富地域の中心である
富東谷馬場にあった工場は個人経営として1970年
に操業が始まった｡経営者が1980年に替わり,富
地域の外の会社が操業を引き継いだ (富村誌編纂委
員会 1988:713-4)｡1988年頃には,この工場に26
おお
人の従業員がいた｡大にも1軒の工場があった｡大
の女性が富東谷の工場まで通うのがたいへんなの
で,富東谷馬場の工場の出張工場として大の工場は
1973年にできた｡7人くらいが働いていた｡さら
に,工場の委託を受けて,自宅で縫製の仕事をする
女性もいた｡このように,縫製工場は山村に住む多
くの主婦に就業機会を提供していた｡ところが,縫
製の仕事が賃金の低い海外でおこなわれるようにな
り,縫製工場はだんだんと閉鎖されていった｡大の
工場は1987年に,富東谷山口の工場は1990年に,
最後まで残った富東谷馬場の工場も1995年に操業
をやめた12)｡
前述したように,富地域では林業がかつては盛ん
であった｡そこで,チップ工場が1971年に富地域
に進出し,富地域の村民を雇用して操業していた｡
しかし,この工場も2000年頃に閉鎖された｡こう
して次々と工場が閉鎖されてしまったので,現在で
も富地域で操業している工場は製材工場だけとなっ
てしまった｡
次に,建設業である｡家族経営に近い小規模な建
設会社が1社あり,道路工事や植林のための手入れ
をおこなっている｡冬の降雪時に,(財)富村ふる
さと振興公社は道路の除雪作業をしていた｡2008
年4月からは,(秩)未来奥津が除雪作業をおこな
っている｡
(3)第3次産業
まず,商業について見ておきたい｡商店などの商
業施設は富地域内にはあまりない｡2軒の商店 (よ
ろず屋),1軒の農協の店舗,1軒の酒店,3軒の
ガソリンスタンド (そのうちの1軒は農協のガソリ
ンスタンド),2軒の理髪店,1軒の美容院がある｡
1軒のガソリンスタンドでは,喫茶店も営業してい
る｡また,｢登美山荘｣は宿泊施設として営業をや
めたが,現在でも村民の宴会場として営業している｡
登美山荘の隣には,夜間に営業しているスナックが
ある｡ 商業施設といえるものはこのくらいである｡
おお
かつて大に商店が 1軒あったが,2005年に閉店し
た｡そのために,商業施設は富地域の中心部にしか
ない｡2004年現在,富地域には商店が 6店あり
(卸売業はなく,すべて小売業),その従業者数は
20人である｡年間販売額は24092万円である (商業
統計調査による)｡
次に,観光産業である｡観光施設として,県道久
世 ･中和線を北に登ったところに ｢のとろ原キャン
プ場｣と ｢のとろ温泉天空の湯｣がある｡かつては
富西谷の宮原に宿泊施設 ｢登美山荘｣があったが,
2008年 3月で宿泊施設として営業をやめた｡(財)
富ふるさと振興公社がそれらの観光施設を経営して
いたが,2008年4月から (財)未来奥津がキャン
プ場と温泉を経営するようになった｡
(4)産業構造
これまで見てきたように,富地域では,かつて隆
盛を極めた農林業は先細りし,工業も衰退している｡
また,人口が少ないことから,商業も振るわない｡
そこで,富村役場は,(財)富村ふるさと振興公社
を設立した｡そして,振興公社は農産物の加工と販
売,あまごの養殖と販売,宿泊施設,キャンプ場,
温泉の経営,道路の除雪作業,ゴミ処理をおこなっ
た｡これらの事業を実施することによって,富村役
場は富地域内で就業機会を増やそうとした｡2006
- 21 -
野連 政雄
年当時,9人が正規職員ないし常勤アルバイトとし
て振興公社に勤務していた｡しかし,富地域には特
段に観光客を引きつけるような観光資源があるわけ
ではないから,宿泊施設,キャンプ場,温泉の利用
者も多くはない｡とくに,宿泊施設 ｢登美山荘｣の
宿泊客は少なかった｡だから,振興公社は収益をあ
げることができなかった｡そして,富村役場は地方
交付税などを使って,振興公社が生む赤字を補填し
てきた｡2006年当時,振興公社は年間約1200万円
の赤字を出していた13)｡このように,振興公社は就
業機会を作 り出すために収益性の低い事業を実施
し,富村役場はその赤字を補填してきたのである｡
町村合併後,鏡野町役場は振興公社の生む赤字を
すべて補填するわけではなくなり,経営の効率化を
求めるようになった｡2008年4月から,(秩)未来
奥津が振興公社の事業を引き継いだ｡そして,その
会社は宿泊施設の経営をやめて,農産物の加工と販
売,あまごの養殖と販売,キャンプ場と温泉の経営,
除雪作業をおこなうようになった｡ゴミ処理は入札
の結果,NPO法人がおこなうことになった｡現在,
9人が (秩)未来奥津の正規職員ないし常勤アルバ
イトとして富地域で働いている｡
3 就業者の産業別 ･職業別構成
｢産業｣は事業所において行われる経済活動をい
うが,｢職業｣は個人が事業所でおこなう活動を指
す｡だから,｢産業｣と ｢職業｣は明確に区別され
なければならない｡このことは,次のような例で理
? ?? ??????
解できるだろう｡ トヨタや日産といった自動車を製
造する企業であっても,工場で働く肉体労働者だけ
がいるわけではない｡肉体労働者もいれば,給与計
算や福利厚生をおこなうような事務職,新製品の開
発に従事する技術者などさまざまな仕事をする人々
が働いている｡このように,第2次産業就業者とい
っても,さまざまな職業の人々が含まれているので
ある｡ここでは,富地域の就業者の変化を ｢産業｣
と ｢職業｣という2つの視点から検討する｡
富地域の就業者の産業別 ･職業別構成を考察する
とき看過してはならないことは,富地域内には農業
以外の就業機会が限られていることである｡富地域
における主な就業先は,鏡野町役場冨振興センター,
社会福祉センター (社会福祉協議会と診療所),農
協,森林組合,郵便局,小学校,中学校くらいであ
る｡だから,多くの富地域の住民は,富地域の外で
就業している｡2000年の国勢調査では,富地域が
常住地である15歳以上の就業者は429人いたが,そ
のうちの164人 (38.2%)は富地域の外で就業して
いた｡富地域の外に通勤していても,職場が遠方で
ある人は少なく,多くは周辺の市や町にある職場に
通勤している｡富地域の外で就業する164人のうち,
53人が久世町,33人が津山市,29人が落合町に通
勤していた｡富地域には富地域の外で就業する人が
かなりいるので,富地域の就業者の産業別 ･職業別
構成は富地域の産業構造をそのまま反映していると
いうわけではない｡ちなみに,富地域の外に常住し,
富地域で就業していたのは,65人であった14)｡
1955年 1960年 1965年 1970年 1975年 1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年
年
図 1 宮地域の就業者の産業3部門別構成割合の推移
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(1)就業者の産業別構成
図1は,富地域の就業者の産業3部門別構成割合
が1955年から2005年までの間にどのように推移し
たかを示 している (国勢調査による)｡同図から,
1955年には全就業者のうちの85.4%が第 1次産業に
就業していたが,この割合はその後減少し,1975年
(高度経済成長が終蔦 した年にほぼ相当する)に
55.2%にまで下がったことを読み取れる｡高度経済
成長期の中でも,1970年と1975年の 5年間にその割
合は14.8%も減少しており,その期間における減少
は著しい｡第 1次産業就業者の割合は1995年に1990
年よりもやや高 くなったが,この期間を除けば,
1975年以降も低下し続けている｡そして,その割合
は2005年に28.4%となった｡第2次産業就業者の割
合は,必ずしも一貫した変化を示してはいないOそ
れでも,その割合は1965年から1990年まで上昇す
る傾向が見られ,1990年に25.1%となった｡それ以
降,その割合は減少傾向に転じ,2005年に17.8%と
なった｡日本全体では,第2次産業就業者の割合は
1975年まで上昇し,それ以降に低下したので,富地
域でその割合が低下した時期は15年遅い｡これは,
前述したように,かつて縫製工場が富地域にあって,
多くの女性が縫製の仕事に従事していたけれど,そ
の工場が1995年までにすべて閉鎖されたためであ
る｡第3次産業就業者の割合は,第 1次産業就業者
の割合と対照的な変化を示している｡第3次産業就
業者の割合は1980年に1975年よりも若干低 くなっ
たが,この期間を除けば,1955年以降ずっと上昇し
ている｡そして,1955年に9.9%であったその割合
は,2005年に53.7%となった｡
表1は,産業大分類にもとづく,富地域における
就業者の産業別構成割合の推移を示している｡産業
大分類のどの業種の就業者がそれぞれの時代に変化
したのかを見ておきたい｡
第 1次産業就業者の割合が大きく減少したが,高
度経済成長期には ｢農業｣に就業する人の割合だけ
でなく,｢林業｣に就業する人の割合も大きく減少
している｡数値をあげると,1955年に67.7%であっ
た ｢農業｣に就業する人の割合は,1975年に50.3%
となった｡とくに1970年と1975年の間で,｢農業｣
に就業する人の割合は大幅に低下している｡｢林業｣
に就業する人は1955年に17.7%であったが,1975
年にその割合は4.7%にまで低下した｡
第 2次産業就業者の割合は1990年まで増加する
傾向があるが,それからは減少傾向に転 じている｡
第 2次産業のうち,｢建設業｣に就業する人の割合
表 1 宮地域における就業者の産業別割合の推移 (単位 :%)
1955年 1960年 1965年 1970年 1975年 1980年 1985年 1990年 1995年 200年 2005年
第1次産業
農業
林業
漁業
第2次産業
鉱業
建設業
製造業
第3次産業
電気･ガス･熱供給･水道業
運輸･通信業
卸売･小売業,飲食店
金融･保険業
サ ビース業
公務(他に分類されないもの)
分類不能の産業
????? ?????
???
?????
?
?
???
? ?? ?
?
???? ? ? ?????????? ? ? ??? ? ? ? ???㍍? ? ???? ? ?? ?
28.4
? ????
???
??????
???
???? ?
?
?
?
???????????????????????????????????
?
??????
???
? ?
??
?
? ???
?
?? ?
?
??
? ?????????????????
?
?
? ?????????
28.0 34.7 37.2 40.6 45.7
0.1 0.1 0.2 0.4
2.4 2.4 3.1 3.3 2.3
7.7 7.9 9.2 10.4 10.5
0,4 0.3 0.2 0.4 0.5
11,5 18.2 16.3 18.3 23.1
5.7 5.7 8.2 7.3 8.2
0.1 - 0.4 1.2
53.7
就業者数(人) 1112 1138 867 842 765 714 670 546 508 429 387
(注)産業大分類による分類｡1970年より産業大分類に不動産業が加わった｡しかし,富地域でこの産業に就業する人はこれ
分類はそれ以前の国勢調査で用いられたものと第3次産業の分類で相違しているので,2005年にはそれぞれの業種に就業す
る人の割合は記載していない｡
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ほほほ一貫して増加する傾向にある｡ところが,
｢製造業｣に就業する人の割合は1990年まで増加し
たが,それからは減少している｡だから,第2次産
業就業者の割合が1990年より減少傾向に転じたの
は,｢製造業｣に就業する人の割合が減少し始めた
からであるということが分かる｡性別に見ると,
1990年に58人いた ｢製造業｣に就業する女性は
1995年に27人になったというように,｢製造業｣に
就業する女性が著しく減少した｡言うまでもなく,
この変化が起こったのは,富地域の縫製工場が
1995年までにすべて閉鎖され,縫製の仕事をする
女性がいなくなったからである｡そのために,｢製
造業｣に就業する人の割合が1990年より減少に転
換したのである｡
第3次産業就業者の割合は大きく増加する傾向が
あった｡第3次産業のうち,｢卸売 ･小売業,飲食
店｣,｢サービス業｣,｢公務｣に就業する人の割合が
ほぼ一貫して増加している｡なかでも,｢サービス
業｣に就業する人の割合の増加は顕著である｡1955
年に3.8%であった ｢サービス業｣に就業する人の
割合は,2000年に23.1%となった｡
表2 宮地城と日本全国における産業別構成割合の比較(2005年)
(単位 :%)
富地域 日本全国
第1次産業
農業
林業
漁業
第2次産業
鉱業
建設業
製造業
第3次産業
電気･ガス･熱供給･水道業
情報通信業
運輸業
卸売･小売業
金融･保険業
不動産業
飲食店,宿泊業
医療,福祉
教育,学習支援業
複合サービス事業
サービス業(他に分類されないもの)
公務(他に分類されないもの)
分類不能の産業
???? ???
表 Zは,2005年における富地域と日本全国の就
業者の産業別構成割合を対比的に示している｡2005
年の国勢調査で用いられた産業大分類はそれ以前の
国勢調査で用いられたものと第3次産業の分類で相
違しているので,2005年の産業別就業者のデータ
をそれ以前のデータと比較できない｡表2から,富
地域では日本全国よりも,第1次産業就業者の割合
は23.6%高いのに対し,第2次産業就業者の割合は
8.3%低 く,第3次産業就業者の割合も13.5%低い
ことが分かる｡そして,主に ｢卸売 ･小売業｣と
｢サービス業｣の就業者の割合が小さいので,富地
域で第3次産業就業者の割合が低くなっている｡
前述のように,富地域に住む就業者の多くが富地
域の外で従業していた｡そこで,そうした就業者は
どのような産業に従事しているかを見ておきたい｡
表3は,従業地別に常住地が富地域である従業者の
産業別就業者数を示している｡この表から,2000
年当時,従業地が富地域以外である就業者は,｢建
設業｣,｢製造業｣,｢卸売 ･小売業,飲食店｣,｢サー
ビス業｣に多かったことを読み取れる14)｡
表3 就業地別に見る富地域常住者の産業別就業者数(2000年)
(単位 :人)
産業 就業地 驚 鷲 畏 t 合 計
第1次産業
4･4 農業
0･1 林業
0･4 漁業
17.8 26.1
0.0
8.8 8.8
9.0 17.3
53.7 67.2
0.5
2.6
? ? ?? ? ?? ? ?【? ? ?? ? ?? ? ?? ? ?? ? ??
?
就業者数(人) 387 61,505,973
(注)一は該当者がいないことを示す｡2005年の国勢調
査で用いられた産業大分類はそれ以前の国勢調査で用
いられたものと第3次産業の分類で相違しているので,
時系列的な比較はできない｡
第2次産業
鉱業
建設業
製造業
第3次産業
電気･ガス･熱供給･水道業
運輸･通信業
卸売･小売店,飲食店
金融･保険業
サービス業
公務(他に分類されないもの)
分類不能の産業
4 125
2 9
0 3
?? ??
3 7 10
18 27 45
0 2 2
60 39 99
30 5 35
4 1 5
合 計 265 164 429
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(2)就業者の職業別構成
表 4は,富地域の就業者の職業別構成割合が
1955年から2005年までの間にどのように推移した
かを示している (国勢調査による)｡これによれば,
｢農林漁業作業者｣の割合は1985年に1980年よりも
少し増加 し,1995年に1990年よりも少し増加して
いる｡これらの期間を除けば,1955年から減少す
る傾向がある｡その割合は1970年と1975年の間お
よび1985年と1990年の間で13%以上減少してお
り,両期間における減少が著しい｡
｢生産工程 ･労務作業者｣の割合は1960年から
1990年まで増加する傾向が見られるが,その後,
この割合は減少傾向に転じている｡前述したように,
かつて富地域に縫製工場があり,多くの女性が縫製
の仕事に従事していたので,｢生産工程 ･労務作業
者｣の割合が高かったのである｡ところが,縫製工
場は1995年までにすべて閉鎖されたので,1990年
以降,その割合は減少傾向に転じたのである｡｢専
門的 ･技術的職業従事者｣,｢事務的職業従事者｣,
｢販売従事者｣,｢サービス職業従事者｣の割合は一
時的に低下しているけれど,徐々に増加する傾向が
ある｡
表5は,富地域と日本全国の就業者の職業別構成
割合を対比的に示している｡富地域の職業別構成割
合と日本全国のそれとを見比べると,富地域では
｢農林漁業作業者｣の割合が日本全国よりも27.0%
高いのに対 し,後者は前者よりも ｢事務労働者｣,
｢販売従業者｣,｢生産工程 ･労務作業者｣の割合の
高いことが分かる｡
富地域に住む就業者の多くが富地域の外で従業し
ていることは,前述の通りである｡そこで,そうし
た就業者はどのような職業に従事しているかを見て
おきたい｡表6は,従業地別に常住地が富地域であ
る従業者の職業別就業者数を示している｡この表か
ら,2000年当時,従業地が富地域以外である就業
者は ｢生産工程 ･労務作業者｣に多かったことが分
かる14)｡
4 要約
本稿では,まず,岡山県鏡野町富地域の産業を概
観し,次に,富地域が常住地である就業者の産業
別 ･職業別構成を検討した｡これまでの論点は,次
のように要約できる｡
(1)富地域ではかつて農林業が盛んで,ミツマタ,
表4 富地域における就業者の職業別割合の推移(単位%)
1955年 1960年 1965年 1970年 1975年 1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年
専門的 ･技術的職業従事者 2.7 2.5 3.5
管理的職業従事者
事務従事者
販売従事者
サービス職業従事者
保安職業従事者
農林漁業作業者
運輸 ･通信従事者
生産工程 ･労務作業者
採掘作業者
分類不能の職業
0.6 0.7 1.0
2.6 3.8 4.4
2.4 2.5 3.8
0.6 0.5
1.5
0.1
84.4 83.7 78.3
0.5 1.4 1.4
6.0 4.8 5.4
- 0.6
就業者数 (人) 1112 1138 867
4.1 5.1 5.3 5.1 5.5 6.1 6.3 12.4
- 2.8 1.5 2.9 2.8 2.1
4.1
4.7
??
?
??
? ??
??
? ? ??
???
??? ? ?? ? ?? ? ?? ? ?
?
??
7.8 8.5 9.5 9.8 13.3
4.2 4.3 4.9 6.3 7.0
2.7 2.8 3.3 4.7 6.8
? ????????
??
?
??
?
? ??
??
- 0.1
0.2 0.2 0.9
40.1 43.1 34.7
4.6 3.3 3.3
????????
?
28.9 23.2 24.9 21.2
- 0.4 0.7
842 765 714 670 546 508 429 387
(注)1975年は20%の抽出集計である｡そのためと考えられるが,原表ではその年の就業者数は785人となっており,産業
別就業者数765人と相違している｡-は該当者がいないことを示す｡
表5 宮地域と日本全国における職業構成割合の比 表6 就業地別に見る宮地域常住者の職業別就業者数(2000年)
(2005年)(単位 :%)
富地域 日本全国
専門的 ･技術的職業従事者
管理的職業従事者
事務従事者
販売従事者
サービス職業従事者
保安職業従事者
農林漁業作業者
運輸 ･通信従事者
生産工程 ･労務作業者
12.4 13.8
2.6 2.4
10.6 19.3
7 14.5
9.6 10.0
0.5 1.7
31.8 4.8
4.4 3.4
21.2 28.3
就業者数 (人) 387 61,505,973
(単位 :人)
就業地 富地域内 富地域外
で就業 で就業
専門的･技術的職業従事者
管理的職業従事者
事務従事者
販売従事者
サービス職業従事者
保安職業従事者
農林漁業作業者
運輸･通信従事者
生産工程･労務作業者
分類不能の職業
合 計
12 15 27
7 2 9
38 19 57
11 19 30
20 9 29
1 3 4
144 5 149
3 11 14
26 81 107
3 0 3
265 164 429
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コンニャク,木炭の生産,牛の飼育,杉の栽培とい
った地場産業があった｡しかし,近年,農林業は衰
退している｡
(2)あまごの養殖がおこなわれている｡
(3)富地域には森林組合の製材所がある｡かつて
は縫製工場が富地域にあり,多くの農家の主婦に就
業機会を与えていた｡しかし,すべての縫製工場は
1995年までに操業をやめてしまった｡
(4)商店などの商業施設は少なく,富西谷の宮原
あたりの富地域の中心部にすべてある｡その他の地
区に商業施設はまったくない｡
(5)観光施設として,キャンプ場と温泉がある｡
(6)富村役場は,1987年に (財)富村ふるさと振
興公社を設立した｡そして,振興公社は農産物の加
工と販売,あまごの養殖と販売,宿泊施設,キャン
プ場,温泉の経営,道路の除雪作業, ゴミ処理をお
みらくるお くつ
こなった｡第3セクターの (樵)未来奥津が,2008
年4月に振興公社の大半の事業を引き継いだ｡
(7)富地域には就業先があまりないので,就業者
の38.2%が富地域の外で就業している｡多くの人々
が富地域の外で就業しているから,就業者の産業
別 ･職業別構成は富地域の産業構造をそのまま反映
していない｡
(8)高度経済成長期には,第 1次産業の ｢農業｣
と ｢林業｣に就業する人の割合が大きく減少した｡
第2次産業の ｢建設業｣に従事する人の割合はほぼ
一貫して増加している｡｢製造業｣に従事する人の
割合は1990年まで増加したが,それ以降は減少し
ている｡これは,富地域にあった縫製工場がかつて
はその地域の女性に多くの雇用機会を提供していた
が,1995年までにすべて閉鎖されたからである｡
第3次産業のうち,｢卸売 ･小売業,飲食店｣,｢サ
ービス業｣,｢公務｣に就業する人の割合がほぼ一貫
して増加している｡
(9)2005年の国勢調査によれば,富地域では日本
全国よりも,第1次産業就業者の割合は23.6%高い
のに対し,第2次産業就業者の割合は8.3%低く,
第3次産業就業者の割合も13.5%低い｡そして,主
に ｢卸売 ･小売業｣,｢サービス業｣,｢複合サービス
事業｣の就業者の割合が小さいので,富地域で第3
次産業就業者の割合が低くなっている｡
(lC?就業者の職業別構成割合の変化を見ると,｢農
林漁業作業者｣の割合は1955年から減少する傾向
がある｡とくに1970年と1975年の間および1985年
と1990年の間で,その減少が著しい｡｢生産工程 ･
労務作業者｣の割合は1960年から1990年まで増加
する傾向が見られるが,その後,この割合は減少傾
向に転じた｡縫製工場が閉鎖されたために,その変
化が起こった｡｢専門的 ･技術的職業従事者｣,｢事
務的職業従事者｣,｢販売従事者｣,｢サービス職業従
事者｣の割合は漸次増加する傾向がある｡
(引用文献)
岡山県企画振興部統計管理課.206.『岡山県統計年
報- 平成16年版- 』企画振興部統計管理課.
富村史編纂委員会.198.『富村史』岡山県苫田郡富村.
(注)
1)イノシシは山奥でクリ,ブドウ,ミミズ,モグ
ラなどを食べて暮らしていた｡ところが,後述す
るように,山奥にまで杉や櫓が植林された｡杉や
槍はイノシシの食料にはならないので,村民が作
るイモなどを荒らすようになった｡
2)2008年3月29日に富地域に居住するM氏へ聞
おお
き取り調査を実施した｡M氏によれば,大には荒
れている田畑が多くある｡そこで,講組や隣近所
の人々が協力して荒れている田畑を耕作しようと
いう話がかつて出た｡しかし,住民に高齢者が多
く,食糧難という危機意識がないから,住民が協
力して荒れている田畑を耕作することはできなか
ったという｡
3)町村合併前に (財)富村ふるさと振興公社であ
ったが,町村合併後に (財)富ふるさと振興公社
と名称を変更した｡なお,(秩)未来奥津は,鏡野
町役場,農協,森林組合が出資して設立された｡
4)2006年4月28日に実施した,富地域に居住す
るK氏への聞き取り調査による｡
5)2(X形年7月23日のK氏への聞き取り調査による｡
6)林野庁は,災害復旧と植林後30年までの間伐
に補助金を支給している｡
7)富地域では,森林組合が1941年に設立された｡
村役場が森林組合の出資金の半分を出しているか
ら,半官半民の組織である｡富村には富村森林組
合があったが,町村合併に合わせて,富村森林組
合は近隣の森林組合と合併し,2005年に作州鏡
野森林組合となった｡かつては,親方がおり,村
役場から国有林や村有林の手入れの作業を請け負
った｡親方は作業員を集めて作業をおこない,作
業員に日当を支払った｡昭和40年代後半から,
森林組合が森林作業隊を組織して,そうした作業
をおこなうようになった｡そして,作業員に雇用
保険などをかけ,身分保障をするようになった｡
作業をおこなう組が5つか6つあり,それぞれの
組は協業隊と呼ばれた｡それぞれの協業隊にリー
ダーがおり,森林組合から仕事を請け負った｡そ
して,リーダーは作業員を集めて,作業をおこな
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った｡賃金は日当であったので,作業員は都合の
つくときだけ出ればよく,自由に働くことができ
た｡女性も森林作業隊に入って,働いていた｡筆
者は富地域に居住する高齢女性に聞き取り調査を
実施したことがあるが,若いときに森林作業隊に
入って,林業の仕事をした高齢女性が多くいた｡
20年前から,森林組合の作業員は給料制となり,
フォレスターと呼ばれるようになった｡
8)旧富村役場は村民に村有林の下刈りの夫役を1
年に3日ほど賦課した｡この賦課は1971年まで
おこなわれ,1975年に中止となった (富村誌編
纂委員会 1988:641)0
9)人工林の杉や槍は採算が取れないことは前述の
通りである｡ところが,天然林の雑木は椎茸の原
木や木炭の原料として利用できる｡だから,現在
では,人工林の樹木よりも天然林の樹木のほうが
有用であるという (2009年7月23日に実施した
K氏への聞き取 り調査)｡また,人工林の樹木は
倒れやすい｡そこで,どんぐりを撒いて天然林を
復活させることも一部でおこなわれている (2006
年4月28日に実施したK氏への聞き取り調査)｡
10)208年3月29日のM氏への聞き取り調査による｡
ll)富地域では,あまごはひらめと呼ばれている｡
12)2∝相年4月3日のM氏への聞き取り調査による｡
13)207年3月31日のK氏への聞き取り調査による｡
14)2005年に町村合併があり,地方自治体として
の富村は鏡野町の一部となった｡そのために,
2005年の国勢調査では,富地域に常住する就業者
の就業地についてのデータは公開されていない｡
- 27 -
